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あ転転よti五五 ‐幕、中

残

っ
て

い
た

古

茶

碗

『
扶
桑
最
初
の
禅
窟
只
国
内
最
初
の
禅
宗

寺
院
）
と
し
て
有
名
な
福
岡
市
博
多
区
御
供

所
町
の
聖
程
乱
は
来
年
九
月
五
日
、

初
代
培

疎
禅
師
（１
１
４
１
～
１
２
１
５
）
没
後
八
百

年
の
大
番
詳
法
要
を
迎
え
る
。

講
と
は
「い
み

な
」
の
こ
と
、

生
前
の
名
を
死
後
は
い
み
な
と

い
＞つ
。

栄
西
は
留
学
先
の
宋
か
ら
喫
茶
の
文
化
を

持
ち
帰
り
、

背
振
山
に
茶
の
種
子
を
撒
き
、

『喫
茶
養
生
記
』
を
書
い
た
。

よ
く
知
ら
れ
る
仙
外
和
尚
（１
７
５
０
～

１
８
３
７
）
は
第

〓
〓
一代
と
〓
一五
代
の
住

職
を
務
め
た
。

几
帳
面
な
実
務
家
で
、

喜一日
い
伝

え
に
よ
る
と
握
り
飯
を
２
個
持
っ
て
書
籍
蔵

に
終
日
籠
も
り
、

やめ
杯
説
に
研
鑽
し
た
と
い

＞つ
。

現
在
の
細
川
白
降
老
師
（６６
歳
・平
成
９

年
１１
月
２０
日
就
任
）
は
第
ご
〓
一代
に
当
た
る
。

「
こ
ん
な
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
よ
」
。

細
川

老
師
が
古
い
ご
飯
茶
碗
を
取
り
出
し
た
。

白

い
肌
に
バ
ラ
の
花
が
青
色
で
描
か
れ
て
お
り
、

ス
テ
ム
の
一
部
が
欠
け
て
い
る
。

が
フ
の
反
対

側
に
は
消
え
か
か
っ

寛
難濯耐震一醐制響

原

　

聖
福
病
院
」
と
あ

っ
た
。
「台
所
の
そ
の

理
事
長
兼
館
長
　
始
竹
　
蕩
踏

辺
り
に
転
が
っ
て
い
た
の
を
拾
っ
て
お
い
た
の

で
す
」
。

老
師
は
太
い
指
で
半
世
紀
前
の
遺
物

を
な
で
た
。

敗
戦
後
の
１
９
４
６
年
、

朝
鮮
半
島
か
ら

引
き
揚
げ
て
き
た
医
師
と
看
護
婦
の
一団
が
、

伝っ
干
を
頼
っ
て
寺
内
に
病
院
を
開
き
い
す聖
福

病
院
を
名
乗
っ
た
。

初
代
院
長
は
緒
方
龍
。

朝

鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
１
９
５
０
年
、

国
家
公

務
員
の
非
現
業
共
済
組
合
連
合
会
に
吸
収
さ

れ
、
『浜
の
町
病
院
』
の
前
身
『聖
福
病
院
浜
の

町
診
療
所
』
が
生
れ
る
。
８
年
後
の
１
９
５
８

年
、

国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
に
改
名
、

非
現
業
の
文
字
は
消
え
た
。

敗
戦
の
物
不
足
時
代
に
日
常
雑
器
と
し
て

作
ら
れ
た
粗
末
な
茶
碗
が
奇
跡
的
に
残
っ
て

い
た
の
だ
。

バ
ラ
の
デ
ザ
イ
ン
が
い
と
お
し
い
。

直
径
１３
・
８
☆
ン
、

高
さ
７
掟
ン
。
ど
こ
で
作
ら

れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、

手
に
持
つ
と
ず
し

り
と
し
た
感
触
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

焼
い
た
窯

の
燃
料
は
薪
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

石
炭
だ
ろ

う
か
。

も
し
か
す
る
と
入
院
患
者
が
使
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。

花
模
様
は
女
性
用
か
？

小
さ
な
茶
碗
が
発
信
す
る
様
々
な
情
報
を

楽
し
ん
だ
。

∧
関
連
記
事
・４
、
５
、
６
ペ
ー
ジ
に
∨
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全
国
博
物
館
館
長
会
議
開
く

第
２０
回
全
国
博
物
館
館
長
会
議
（文
部
科
学
省
・公
益
財

団
法
人
日
本
博
物
館
協
会
主
催
）は
６
月
１２
日
（水
）
、

全
国

か
ら
約
４
０
０
人
を
集
め
、

東
京
・虎
ノ
門
の
文
科
省
講
堂

＝
写
真
＝
で
開
催
さ
れ
た
。

午
後
行
わ
れ
た
事
例
発
表
の
テ
ー
マ
は
「博
物
館
の
充
実

方
策
」
。

規
模
が
能
古
縛
物
館
に
似
て
小
さ
な
民
間
施
設

『石
見
銀
山
資
料
館
只
島
根
県
太
田
市
）
の
館
長
仲
野
義
文

さ
ん
が
２
人
目
に
登
場
、

石
見
銀
山
が
世
界
遺
産
に
指
定

さ
れ
た
２
０
０
７
（平
成
門
）
年
以
維
、

地
域
に
起
こ
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
変
化
を
豊
富
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
語
っ
た
。

世
界
這
産
登
録
の
光
と
影
　
同
館
は
１
９
７
６
（昭
和

５‐
）
年
の
開
館
。

老
朽
化
し
た
郡
役
所
の
建
物
を
、

地
元
の

観
光
協
会
が
譲
り
受
け
、

任
意
団
体
と
し
て
誕
生
し
た
。

や

が
て
世
界
遺
産
登
録
の
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
６
年
前
に

晴
れ
て
指
定
さ
れ
た
が
、
「指
定
後
は
そ
ん
な
に
盛
り
上
が

ら
な
か
っ
た
」
と
仲
野
さ
ん
は
話
す
。

「指
定
の
年
こ
そ
１５
万
人
の
入
館
者
が
あ
っ
た
が
、

以
後

は
先
細
り
の
一途
で
、

昨
年
は
３
万
数
千
人
に
ま
で
落
ち
込

ん
だ
。

」

登
録
を
き
っ
か
け
に
ハ
コ
モ
ノ
（市
営
の
大
規
模
施
設
）
が

出
来
て
競
合
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、

観
光
客
の
関
心
が

年
々
変
化
し
て
、

約
６
百
力
所
あ
る
廃
鉱
跡
見
学
へ
と
シ
フ

ト
し
た
の
が
原
因
だ
と
い
う
。

観
光
客
の
総
数
自
体
も
最
盛

期
の
８０
万
人
が
５０
万
人
に
落
ち
込
ん
だ
。

限
界
集
落
の
再
生
　
さ
ら
に
仲
野
さ
ん
が
指
摘
し
た
の

は
、

い
わ
ゆ
る
世
界
遺
産
ゾ
ー
ン
内
の
人
口
減
と
高
齢
化
の

影
響
。

高
齢
化
率
が
す
で
に
５０
訂
を
超
え
た
集
落
も
あ
り
、

「数
年
後
に
は
い
く
つ
か
の
集
落
が
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
と

予
測
す
る
。

「し
か
し
限
界
集
落
に
あ
っ
て
文
化
財
を
ど
の
よ
う
に
利

用
す
る
か
。

と
き
に
は
新
た
な
町
造
り
を
。

そ
れ
が
博
物
館

の
役
割
の
ひ
と
つ
」
と
仲
野
さ
ん
は
熱
く
語
っ
た
。

効
率
的
な
運
営
誇
る
　
同
館
の
職
員
数
は
館
長
１
、

学

芸
賞
１
、

事
務

（非
正
規
）
１
、

非
常
勤
１
。

そ
れ
で
い
て
開

館
日
数
は
３
５
８
日
（年
末
年
始
の
み
休
館
）
。

企
画
展
は

年
２
Ｅ
。

ま
た
出
張
講
座
の
古
文
書
購
読
会
を
月
４
回
開

く
。

気
に
な
る
職
員
の
体
日
消
化
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
。

主
な
収
入
源
は
お
と
な
５
百
円
、

小
人
三
百
円
の
入
場

料
収
入
。

施
設
間
の
連
携
と
来
訪
者
の
利
便
性
の
向
上
を

図
ろ
う
と
、

関
連
の
４
施
設
で
２
日
間
使
え
る
霊
ハ通
チ

ケ
ッ
ト
只
大
入
通
常
千
五
百
円
を
千
円
、

同
こ
ど
も
五
百

五
十
円
を
三
百
円
）を
発
行
す
る
。

「
地
元
に
残

っ
て
い
る

モ
ノ
を
展
示
し
て
い
る
だ

け
」
と
仲
野
さ
ん
は
謙
遜

気
味
に
話
し
た
が
、
「
３７

年
間
、

入
館
収
入
だ
け

で
。
‥

ど
と
胸
を
張
る

シ
ー
ン
も
あ
つ
た
。

困
み
に
同
館
の
理
事

長
は
義
肢
製
作
で
有
名

な
中
村
プ
レ
イ
ス
側
社

長
の
中
村
敏
郎
氏
。

後
援

メ
ン
バ
ー
と
し
て
個
人
公

輿
１０
名
、

団
体
１
を
擁
す

ウゑぜ。

×

会
議
の
最
後
を
飾
っ
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
「活
性
化
に
必
要
な
館
長
の
役

割
」
の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
。

全
国
各
地
の
館
長
、

学
芸
課
長

か
ら
選
ば
れ
た
パ
な
フ
リ
ス
ト
４
人
が
登
場
し
て
、
「館
長

は
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
」
、
「
異
業
種
の
人
材
登
用
」
な
ど
交
々

語
っ
た
が
、

意
表
を
突
か
れ
た
の
は
青
森
県
立
美
術
館
の
女

性
館
長
鷹
山
ひ
ば
り
さ
ん
の
発
言
だ
っ
た
。

学
芸
員
の
仕
事
ぶ
り
を
無
責
任
だ
と
断
じ
、
「出
張
報
告

書
さ
え
出
さ
な
い
」
と
一
刀
両
断
。
「企
画
展
の
調
査
結
果
を

訊
ね
る
と
、

多
額
の
出
張
旅
費
を
使
い
な
が
ら
、

実
現
の
見

通
し
が
立
な
い
と
平
気
で
言
う
」
と
嘆
い
た
。

同
館
の
年
間

予
算
は
８
億
円
だ
と
い
う
。
す」
れ
に
は
場
内
か
ら
た
め
息
が

漏
れ
た
。

３
年
前
に
知
事
に
乞
わ
れ
て
就
任
し
た
と
い
う
鷹
山
さ

ん
は
「私
は
昼
食
を
市
内
の
飲
食
店
を
回
っ
て
食
べ
る
。

食

事
後
、

展
覧
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
店
内
に
掲
示
し
て
欲
し
い
と

依
頼
す
る
。

店
主
に
出
品
画
家
の
生
い
立
ち
や
性
癖
、

生
き

様
を
話
す
と
、

前
売
り
券
が
売
れ
る
こ
と
も
あ
る
」
と
、

率

先
遂
行
の
姿
勢
を
強
調
。
１
回
の
企
画
展
で
五
千
枚
の
ポ
ス

タ
ー
を
張
る
と
言
い
切
っ
た
。

そ
の
上
で
「学
番
員
で
あ
っ
て
も
衛
に
出
て
″営

業
〃
を
す

べ
き
だ
」
と
き
っ
ぱ
り
。
「営
業
の
秘
訣
を
話
し
出
す
と
１
時

間
あ
っ
て
も
足
ら
な
い
の
で
今
回
は
遠
慮
す
る
」
と
会
場
の

笑
い
を
誘
っ
た
。

（常
務
理
事
兼
耐
館
長
　
蘭
牟
出
耕
治
）

「学
芸
員
は
雑
芸
員
に
」

テ」
れ
は
昨
年
の
館
長
会
議
で
基

調
講
演
を
し
た
東
京
都
写
真
美
術
館
の
節
長
福
原
義
春
さ
ん

＝
冊
資
生
堂
名
誉
会
長
＝
が
い
み
じ
く
も
語
っ
た
三
言
だ
。

同
館
は
予
算
を
半
分
に
削
ら
れ
な
が
ら
、

人
手
不
足
を

ボ
ラ
と
ア
ィ
ア
で
補
う
な
ど
し
て
、

入
館
者
を
倍
増
さ
せ
た
。

「た
と
え
小
さ
く
て
も
輝
く
よ
う
な
、

市
民
に
期
待
さ
れ
る

施
設
を
目
指
そ
う
」。
１
年
前
の
福
原
さ
ん
の
明
快
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
蘇
っ
た
。
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著
者
に
聞
く

『亀
井
南
冥
小
伝
只
花
乱
社
刊
）
を
著
し
た
河
村
敬

一
さ
ん

―
―
南
冥
は
ど
ん
な
人
物
で
す
か
。

医
者
で
あ
り
儒
学
者
。

歯
に
衣
着
せ
ず
蒙
箕
槍
見
を
言

議

勝

穀
並

隷

撃

難

晶

誕

騨

押

世
襲
で
禄
を
継
げ
な
い
下
級
武
士
は
勉
強
し

鎗
静
と
出

世
は
覚
束
な
い
と
説
い
て
も
い
ま
す
。

南
冥
が
祭
首

（館

長
）
を
務
め
た
福
岡
藩
の
西
の
学
問
所
「甘
業
館
」
に
つ
な

が
る
考
え
で
す
。

そ
れ
と
対
照
的
な
の
が
東
の
学
問
所

「修
猷
館
」
で
す
。

―
―
著
書
の
「は
し
が
き
」
に
『
南
冥
に
仮
託
し
て
自
ら

の
「あ
り
方
生
き
方
」
を
探
し
求
め
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
』
と
あ
り
ま
す
ね
。

そ
こ
に
も
書
き
ま
し
た
が
、

鶏
冥
に
つ
い
て
は
研
究
論

文
は
多
い
が
彼
の
人
生
を
一
般
的
に
取
り
上
げ
た
本
は
少

な
い
。

文
献
を
も
と
に
彼
の
生
源
を
概
観
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

現
在
の
能
古
博
物
館
の
前
身
で
あ
る
秋
月

の
亀
陽
文
庫
を
訪
ね
て
、

ま
す
ま
す
そ
の
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

南
冥
の
晩
年
は
不
遇
と
言
え
な
く
も
な
い
が
、

彼

の
歩
ん
だ
生
涯
は
、

人
と
し
て
生
ま
れ
、

死
す
る
中
で
、
「人

間
と
し
て
の
あ
り
方
生
き
方
」
を
考
え
る
素
材
を
、

我
々
に

与
え
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

河
村
敬

一

館への便り

牛
島
龍
介
さ
ん
の

冒
険
ル
ポ
を
読
ん
で

１
９
６
、
７
０
年
代
に
小
さ
な
ヨ
ッ
ト
で
大
平

洋
単
独
往
復
航
海
と
世
界
一
周
航
海
の
快
挙
を
や

っ
て
の
け
た
牛
島
龍
介
さ
ん

＝
写
真
対
の
著
書

「犬
と
私

の
大
平
洋
上
、
「
水
平
線
の
少

年
只
い
ず
れ
も
朝
日
新
聞
社

利
・本
館
所
蔵
）
を
読
ん
だ
複

岡
市
東
区
に
住
む
Ｋ
Ｔ
さ
ん

か
ら
次
の
よ
う
な
読
後
の
感

想
が
届
い
た
。

×

料陸
で
の
旅
行
は
随
分
し
て
き
ま
し
た
が
、

海

に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
サ
ッ
パ
リ
わ
か
ら
な
い
世

界
で
し
た
。
ン」
ん
な
に
も
正
直
に
書
き
調
さ
れ
た

牛
島
さ
ん
の
著
書
を
読
ん
で
、

そ
の
厳
し
さ
が
伝

わ
り
ま
し
た
。

も
っ
と
も
つ
と
若
い
時
に
こ
の
本

を
読
ん
で
い
た
ら
、

違
っ
た
旅
な
し
た
か
も
知
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

き
れ
い
ご
と
を
綴

っ
た
旅

行
記
は
自
分
に
と
っ
て
ラ
ン
ク
外
で
す
が
、

間
違

い
な
く
こ
の
本
は
上
位
に
迫
る
良
い
本
で
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

」

当
館
は
福
岡
市
出
身
の
牛
島
さ
ん
の
大
航
海

を
「博
多
湾
物
語
」
の
中
で
取
り
上
げ
、

豊
富
な

写
真
や
航
海
日
誌
、

航
海
機
器
、

著
書
な
ど
多
数

を
展
示
。

著
書
の
貸
し
出
し
に
も
応
じ
て
い
る
。

亀
井
南
只
の
人
生
に
寧
ほ
う

福
岡
市
立
福
鶏
高
校
の
ぶ
ア

ラ
ン
教
諭
河
村
敬

一
さ
ん
（写

真
・６‐
歳
）が
『亀
井
南
冥
小
伝
』

（花
乱
社
刊
・定
価
１
、
７
０
０

円
十
税
）を
世
に
問
う
た
。

輝
村

さ
ん
の
専
門
は
１７
～
‐８
世
紀
の

函
洋
思
想
史
。

―
―
学
校
で
は
何
を
教
え
て
い
ま
す
か
。

昔
の
社
会
科
で
す
。

い
ま
は
地
理
歴
史
科
と
公
民
科
に

分
か
れ
て
い
て
、

公
民
科
を
中
心
に
教
え
て
い
ま
す
。

公
民

科
は
倫
理
、

政
治
経
済
が
テ
ー
マ
で
小
泉
元
首
雄
が
唱
え

た
構
造
改
革
や
戦
後
日
本
の
平
和
主
義
も
取
り
上
げ
ま

す
。

日
本
は
ド
イ
ツ
と
違
っ
て
戦
争
責
任
を
あ
い
ま
い
に
し

た
ま
ま
で
す
が
、

そ
の
あ
た
り
を
教
室
で
話
し
て
も
生
徒

か
ら
質
問
は
舶
ま
せ
ん
。

戦
争
を
知
ら
な
い
平
成
生
ま
れ

で
す
か
ら
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。

―
―
亀
井
南
冥
を
ど
こ
で
。

私
は
福
岡
蒋
西
渡
の
西
新
町
育
ち
な
の
で
、

今
川
橋
の

浄
満
寺
の
門
商
に
建
つ
、
「亀
井
南
冥
、

躍
陽
両
先
生
墓
所
」

と
刻
ま
れ
た
大
き
な
石
碑
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。

授
業

（倫
理
）
で
は
江
戸
時
代
の
儒
学
を
教
え
ま
す
か
ら
、

そ
こ
で

南
冥
、

昭
陽
の
人
と
な
り
を
初
め
て
知
り
、

す
ぐ
に
能
古
博

物
館
の
前
の
理
事
長
で
館
長
を
兼
ね
た
故
左
野
寿
人
さ
ん

の
著
書
を
読
み
ま
し
た
。

庶
野
さ
ん
ほ
旧
制
福
岡
商
業
（福

翔
高
校
の
前
身
）
の
饉
身
で
、

亀
井
一
門
の
顕
彰
に
尽
く
さ

れ
た
方
で
す
。

福
岡
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「先
賢
に
学

ぶ
」
と
題
し
た
講
演
を
聴
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
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ロ
シ
ナ

ン
テ

ス
の
支

援

再

開

お
な
じ
み
の
「
ワ
ン
コ
イ
ン
募
金
」
で

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
８
ヶ
月
余
り
。

能
古
博
物
館
の
「友

の
会
」
有
志
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ロ
シ
ナ
と
ア
ス
只
取
原
尚
行
理
事

長
・事
務
局
北
九
州
市
）
の
支
援
活
動
を
再
開
す
る
。

手
始
め
は
来
年
２
月
２２
日
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
る
「日
野
原
重

明
話
演
会
只
新
を
人
の
会
福
岡
支
部
ｉ
継
）
会
場
の
エ
ル
ガ
ー
ラ

ホ
ー
ル
（柄
岡
市
・天
神
）
に
募
徐
術
を
世
き
、

行
志
が
「
ワ
ン
コ

イ
ン
募
金
」
を
呼
び
か
け
る
。

（注
）
ワ
ン
コ
イ
ン
募
金
＝
５
０
０
円
玉
１
～
２
枚
樫
度
の
金
額

を
目
標
に
幅
広
く
協
力
し
て
も
ら
う
。
す」
れ
ま
で
に
約
２
０
０
万

円
を
集
め
「
ロ
シ
ナ
と
ア
ス
」
に
贈
っ
た
。

▼
川
原
理
事
長
に
第
２‐
回
福
岡
県
文
化
賞
　
授
賞
式
は
１０
月

３０
匿
福
岡
市
内
で
行
わ
れ
、

川
原
理
事
長
は
社
会
部
門
で
受
賞
し

た
。

田
部
門
の
第
１
回
受
賞
者
は
嘉
穂
劇

場
代
表
の
伊
藤
英
子
さ
ん
。

式
後
、

天
神
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
和
や
か
に
受
賞
祝
賀
の
会
が

開
か
れ
、

ス
ー
ダ
ン
の
関
係
者
＝
写
真

（た

端
は
川
原
理
事
長
）
＝
も
列
席
し
た
。

☆

こ
の
ほ
か
同
市
中
央
区
舞
鶴
か
ら
長
浜

に
移
転
し
た
浜
の
町
病
院
の
物
語
、

緒
方
龍

あ
り
て
『
浜
の
町
病
院
』
生
い
立
ち
の
姿
か

た
ち
（西
牟
＝
耕
治
著
。原
覚
陥
修
）
の
売

り
上
げ
の
一
部
を
ロ
シ
ナ
と
ア
ス
に
行
付
す

る
支
援
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

緒
方
龍
は
旧
制
中
学
修
猷
館
、

五
高
、

京

都
市
大
医
学
部
卒
。

著
名
な
政
治
家
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
緒
方

竹
虎
は
見
に
当
た
る
。

敗
戦
時
は
朝
鮮
￥
島
。清
津
の
日
赤
病
院

長
を
務
め
て
い
た
。

博
多
港
に
引
き
揚
げ
、

後
剤
「聖
福
寺
」
内
に
病

院
を
設
け
、
ン」
れ
が
後
に
浜
の
町
病
院
に
な
る
。

支
援
活
動
の
詳

綱
は
電
話
＝
０
９
２
（６
７
４
）
４
６
３
３
＝
（西
牟
Ｈ
方
）
ま
で
。

出
版
物
の
割
引
き
頒
布

本
館
で
は
次
の
２
冊
の
関
連
響
籍

を
頒
布
致
し
ま
す
。

筆
者
か
ら
「館
の

運
営
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
寄
購
さ

れ
た
も
の
で
、

割
安
な
価
格
に
な
っ
て

い
ま
す
。

一
、
『
亀
井
南
冥
小
伝
只

河
村
敬

一

著

・
花
乱
社
調
・定
価
１
、
７
０

０
博
キ
税
）を
１
、
３
０
０
円
で
。

一
一、
緒
方
龍
あ
り
て
『
浜
の
町
病
院
』

生
い
立
ち
の
姿
か
た
ち
（西
牟
田

耕
治
蓄
、

原
寛
監
修
・梓
書
房
刊

・定
価
１
、
５
０
０
円
。税
込
み
）

を
１
、
０
０
０
円
で
。

▼
ご
購
読
を
ご
希
望
の
方
は
同
封
の

振
替
用
紙
を
使
っ
て
代
金
を
お
送

り
願
い
ま
す
。

▼
入
金
を
確
認
し
た
上
で
本
を
郵
送

扱
し
ま
す
。

冊
数
に
限
り
が
あ
り
、

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
入
金
は
す
べ
て
当
館
へ
の
寄
付
と

致
し
ま
す
。Ａ３

磁
程
ン
鐘

緒方龍ありて

響 滅・畿 齢『浜の町病院』生い立ちの姿かたち
西牟田耕治著

福
岡
市

の
中
核
病
院

の

一
つ
で
、
１

９

５
１
年

に
開
美

し
た

「
浜

の
町
病

院
」
。

１０
月
に
慣
れ
親
し
ん
だ
岡
市
天

神
地
区
か
ら
長
浜
地
区
に
移
転
し
た
の

を
機

に
、

同
病
院

の
ル
ー
ツ
を
た
ど

っ

た

一
冊
だ
。

戦
後
、

朝
鮮
半
島
か
ら
博
多
港
に
戻

っ
た
医
師
の
緒
方
龍
は
、

街
に
あ
ふ
れ

る
引
き
揚
げ
者

の
た
め
の
診
療
所
を
同

市
博
多
区

の
聖
福
寺

に
設
け
る
。

そ

の

後
、

公
務
員
対
象
の
病
院
と
し
て
浜

の

町
病
院
が
独
立
し
た
経
緯

に
つ
い
て
資

料
を
も
と
に
紹
介
し
て
い
る
。

当
時

の

関
係
者
ら
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
か
ら
は
戦

後

の
混
乱
期
を
生
き
た
人
々
の
様
子
が

垣
聞
見
え
、

興
味
深
い
。

梓
書
院

（③
０
９
２

・
６
４
３

・
７

０
７
５
）
発
行
。

１
４
２
９
円

（税
別
）

僅か19名の小所帯でたり出した

ン 雛ンれ
戦争を知らなャヽ投ftにお勧めの一冊。
"磁 鯨 帥 ・凛    抑 t 1 8 8口鱒 座 浜"寅 夫
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以 け伝 )め
い し ん で /Lし /L

。孔
子
廟
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

○
‥
当
館
に
は
国
内
に
数
少
な
い
「孔
子
廟
」
――
写

真
下
＝
が
あ
る
。

中
国
古
代
の
撃
入
孔
子
を
祀
る
孔

子
廟
は
東
京
・湯
島
の
聖
堂

や
佐
賀
県
多
久
市
の
撃
廟

な
ど
全
国
に
数
力
所
あ
る

の
み
。

つ
い
最
近
、

多
久
聖

廟
で
行
わ
れ
た
”釈
菜
只
孔

子
に
杏
、

栗
、

衛
、

芹
、

飯
、

餅
、

雑
肉
、

甘
酒
を
供
え
る

典
礼
）
に
は
多
く
の
市
民
が

参
加
し
た
。

雅
楽
の
演
奏
も

あ
る
厳
か
な
祭
り
だ
っ
た
。

中
国
で
は
孔
子
の
諭
語

を
再
評
価
す
る
動
き
が
あ

る
と
か
。

我
が
「孔
子
廟
」
の

利
用
方
法
は
な
い
も
の
か
。

付
近
に
は
孔
子
ゆ
か
り
の

樹
齢
２０
年
を
超
え
る
槽
（カ
イ
）
の
本
や
能
古
焼
き
の

古
窯
跡
、

万
棄
碑
も
あ
る
。

Ｌ
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
エ
」
や
り
ま
せ
ん
か

○
‥
全
国
の
縛
物
館
で
近
年
増
え
て
い
る

の
が
準サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
」
。

堅
苦
し
い
イ
メ

ー
ジ
を
払
拭
し
、

若
者
に
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、

ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い
る
。

そ
の
極
意

を
全
国
博
物
館
長
研
修

（
１０
月
９
日
か
ら

３
Ｂ
間
・東
京
）
で
聞
い
た
。

簡
単
に
ま
と
め
る
と
―
ｌ
　
①
お
し
ゃ
ベ

リ
な
司
会
役
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（助
っ
入
）

が
重
要
。

井
戸
端
会
議
感
覚
で
や
る
。②

顔
が

見
え
る
３０
人
以
下
の
小
さ
な
集
ま
り
が
い
い
。

ス
ラ
イ
ド
は
使
わ
ず
途
中
に
サ
ラ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
を
設
け
る
。

③
館
が
主
催
し
な
く
て
も
か
ま
わ

な
い
、

館
の
外
で
や
る
の
も
い
い
。

④
ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
の

参
加
が
肝
要
◇

⑤
参
加
費
は
５
０
０
円
程
度
。

⑥
夜

の
博
物
館
、

お
月
見
な
ど
も
い
い
。

当
館
は
博
多
湾
内
に
立
地
し
、

館
庭
に
は
渡
り
鳥

の
鷹
積
を
詠
ん
だ
旬
碑
が
あ
る
。

ま
た
島
内
産
の
貝

類
標
本
、

鉱
石
標
本
を
収
集
、

展
示
し
て
い
る
。
テ」
れ

ら
を
利
用
し
て
稗
箱

（館
）
を
出
て
衛
に
出
よ
う
！
」

（研
修
資
料
か
ら
の
引
用
）
を
実
現
出
来
な
い
か
。
ど

な
た
か
ご
一緒
し
ま
せ
ん
か
。

・旗
振
り
役
ヤ
ー
イ

○
…
青
森
市
の
「み
ち
の
く
北
方
漁
船
博
物
館
」
で

は
中
高
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
任

さ
れ
、

子
ど
も
の
五
作
を
手
伝

っ
た
り
、

ロ
ー
プ
ワ

ー
ク
を
教
え
た
り
し
て
い
る
――
写
真
左
＝
。

木
材
の

切
れ
端
を
利
用
し
た
小
船
の
工
作
キ
ッ
ト

の
売
れ
行
き
は
上
々
だ
。

能
古
島
な
ら

さ
し
づ
め
炭
焼
き
体
験
と
か
夏
み
か
ん

の
ジ
ャ
ム
作
り
だ
ろ
う
か
。

島
を
ま
と
め

る
旗
振
り
役
は
い
ま
せ
ん
か
。

能
古
島

一
周
ウ
ォ
ー
ク
に
８
０
０
人

館

の
サ

ー

ビ

ス
は

空

振

り

第
３
回
能
古
島
一
周
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
（主
催
・福
岡
市
郵
便

局
長
協
会
）
は
Ｈ
月
９
日
（上
）、
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
の
も

と
約
８
０
０
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
、

ほ
ぼ
全
員
が
完
歩
し
た
。

浜
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
出
発
し
て
反
時
計
囲
り
に
島
を
一
周
、

隅

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
一炭
る
約
８
ま
の
コ
ー
ス
。

前
半
は
ゆ
る
い
上
り
、

後

半
は
穏
や
か
な
下
り
で
、

要
所
に
立

つ
主
催
者
メ
ン
バ
ー
が
「お

疲
れ
様
」
と
声
を
掛
け
て
誘
導
し
、

中
間
地
点
の
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー

ク
は
ト
イ
レ
を
無
料
開
放
し
た
。

ゴ
ー
ル
し
た
参
加
者
に
は
島
特
産
の
「能
古
う
ど
ん
」
と
翼
福

祉
作
業
所
特
製
の
「
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ク
ッ
キ
ー
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
、

豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
も
あ
っ
た
。

家
族
連
れ
が
日
立
ち
、

老
若
の
女
性
が
多
か
っ
た
。

持
参
の

弁
当
を
浜
辺
で
広
げ
て
完
歩
の
満
足
感
に
浸
り
、

島
肉
の
店
が

仮
設
の
テ
ン
ト
を
設
け
て
即
売
し
た
「い
も
の
天
ぶ
ら
は
、
「鳥
の
か

ら
揚
げ
」、
「よ
も
ぎ
餅
に
な
ど
を
買
い
求
め
た
。

能
古
博
物
館
で
は
主
催
者
の
好

意
で
照
の
チ
ラ
シ
を
事
前
に
郵
送

配
布
し
た
。

特
典
と
し
て
「割
引
き

入
館
鵜
２
０
０
円
」
と
、

出
版
さ
れ

た
ば
か
り
の
海
外
引
き
揚
げ
関
連

本
「緒
方
寵
あ
り
て
『浜
の
町
病
院
』

生
い
立
ち
の
姿
か
た
ち
」
３０
冊
を
用

意
、
「無
料
麗
布
」
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
打
ち
出
し
た
が
、

入
館
者
増
に
は

つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
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大
台
の
３
０
０
人
に
迫
る

友

の

会

員

の

伸

び

順

調

お
陰
様
で
友
の
会
の
会
員
が
順
調
に
増
え
て
い
る
。

積
極
的
な
勧
誘
が
功
を
奏
し
、
テ」
の
３
ヶ
月
間
で
３４
人

増
え
た
。

１１
月
末
現
在
の
会
員
数
２
７
７
人
。

大
翁
の
３

０
０
人
が
瀬
商
に
過
っ
た
。

男
女
の
内
訳
は
男
性
１
５

９
人
（
５７
％
）
に
対
し
女
性
１
１
８
人
（４３
％
）
。

福
岡
県

内
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、

東
京
、

鹿
児
島
、

大
分
在
住
の

会
費
も
い
る
。

会
員
歴
舞
年
以
上
の
方
が
４
人
。

原
館

長
は
「
友
の
会
は
最
大
の
支
持
母
体
。

他
の
も
っ
と
規

模
が
大
き
な
博
物
館
で
も
こ
れ
だ
け
の
会
員
数
は
珍
し

い
と
思
う
。

有
り
難
い
こ
と
で
す
◇

皆
様
の
声
を
生
か
し

な
が
ら
運
営
の
充
実
な
醸
り
た
い
生
と
議
し
た
。

ま
た
今
回
は
「寄
付
金
」
が
習
立
っ
て
襲
え
た
。
ン」
れ

は
添
館
の
関
係
者
が
書
い
た
出
版
物
へ
の
お
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
。

戦
後
史
の
一
断
面
を
強
ら
え
た
「緒
方
龍
あ
り
て

『
浜
の
町
病
院
』
生
い
立
ち
の
姿
か
た
ち
只
西
牟
田
緋

治
著
・原
寛
監
修
・梓
書
腕
刊
）
の
献
塁
に
伴
う
も
の
で

あ
る
。

▽
新
入
会
員
（敬
称
略
）

秋
山
崚
、

有
吉
通
黍
、

合
瀬
武
久
、

潜
尾
通
宏
、

大
塚
健
治

郎
、

鬼
鍮
鞭
警
、

金
畿
敏
子
、

本
村
忠
夫
、

熊
谷
達
彦
、

小

規
穂
子
、

小
倉
智
文
、

小
坪
美
代
子
、

坂
日
さ
つ
網
、

坂
田

虔
二
、

柴
田
浩
玉
田
爆
議
幸
、

騒
幸
善
八
、

善
岡
直
彦
、

中

構
爆
夫
、

野
田
士
朗
、

原
順
子
、

原
ｍ
一男
、

器
蓉
子
、

林
宏

文
、

馬
場
浩
太
、

春
野
数
虎
、

剥
島
広
巳
、

福
元
率
三
郎
、

松
尾
真
典
、

水
崎
雄
文
、

森
夷
洋
彦
、

曲
家
肇
、

舶
下
謙
、

揃
Ｍ
朋
億

▽
特
別
寄
付
金
（敬
称
略
）

有
苦
い
づ
み
、

歯
光
芳
秀
、

お
光
豊
、

宇
都
宮
邦
子
、

染
岡

す
み
子
、

辻
野

一
男
、

豊
田
富
美
子
、

原
裕
介
、

古
鷹
毅
、

山
本
千
恵
子
掛
‐０
人
・計
５
万
５
千
６
０
０
円
ほ

（注
）
こ
の
ほ
か
井
本
敏
明
氏
か
ら
２
万
円
の
一
般
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

挽
回
な
ら
ず

通
し
開
館
も
不
振

入
館
者
の
減
少
続
く
　
原
因
は
猛
暑

年
末
に
当
た
り
今
年
度
１０
月
ま
で
の
月
別
入
館
者
数

を
ま
と
め
た
。

棒
グ
ラ
フ
が
示
す
よ
う
に
６
月
を
除
く
と

不
振
が
目
立
つ
。
７
月
か
ら
の
夏
季
３
ヶ
月
間
の
落
ち
込

み
が
痛
い
。
７
痢
憾
初
め
て
１
０
０
人
を
割
り
込
ん
だ
。

今
年
は
梅
雨
が
例
年
よ
り
１０
日
早
く
明
け
、

い
き
な

り
猛
騒
が
始
ま
っ
た
。

福
岡
市
は
観
測
史
焦
初
の
気
温

３８
度
越
え
を
記
録
。

猛
霧
匿
（３５
度
以
上
）
が
１７
日
間
続

い
た
。

夏
季
３
ヶ
月
間
の
入
館
者
は
前
２
年
に
比
べ
３
割

以
上
減
っ
た
。

反
面
、

海
水
浴
客
を
運
ん
だ
市
営
渡
船
は

わ
ず
か
な
が
ら
増
加
し
た
と
い
う
。

腕
回
を
は
か
る
べ
く
９
月
２７
コ
か
ら
ｌ
ヶ
月
間
、

月

～
木
曜
日
の
平
常
日
も
開
館
に
踏
み
現
り
、

ほ
ぼ
休
み
返

上
で
オ
ー
プ
ン
し
た
。
し
か
し
台
風
の
相
次
ぐ
襲
来
（２４
、

施
、

２７
号
）
で
渡
船
が
２
度
欠
航
す
る
な
ど
、

秋
の
行
楽

日
和
を
当
て
込
ん
だ
作
戦
は
実
ら
な
か
っ
た
。

困
み
に
こ

の
７
ヶ
月
間
の
入
館
者
数
と
開
館
口
数
は
次
の
通
り
。

▼
平
成
２３
年
度
掛
入
舘
者
数
１
，

２
０
５
人
（開
館
瀬

数
１
０
６
日
）
▼
平
成
２４
年
度
博
１
，

３
５
２
人
（１
登

９
日
）
▼
平
成
２５
年
度
川
１
，
１
４
８
人
（１
１
３
日
）

こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
年
度
来
の
数
字
は
近
年
に
な

い
厳
し
い
も
の
に
な
り
そ
う
だ
。

黒
田
康
介
理
事
（総
務
担
当
）
の
話
　
天
候
に
は
勝
て

な
か
っ
た
。

来
年
度
は
亀
井
南
冥
没
後
２
０
０
年
を
迎

え
る
。

企
画
展
を
増
や
し
入
館
料
の
金
額
を
再
検
討
す

る
な
ど
、

自
助
努
力
を
図
り
た
い
。

10月

150

主
な
グ
ル
ー
プ
来
館
者

宇
成
２５
年
８
月
～
１０
邑

▽
８
月
１６
日
（金
）福
岡
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ー
ト
（小
学
校
高
学
年
～

中
学
生
の
２
班
）
８
人
▽
９
潟
附
コ
（火
）句
会
墾
目
降
会
」
６
人
（海

の
部
療
紅
対
）
▽
９
剤
２８
溝
（土
）
絵
画
教
室
の
皆
さ
ん
４
人
▽
抑

月
１０
日
（本
）
亀
揚
文
癖
創
立
者
真
藤
慎
太
郎
氏
の
関
係
者
１０
人

▽
Ｈ
月
捲
日
（土
）
研
修
室
で
「光
円
俳
句
会
」
３０
人

《来館者数》    如
圏平成23年 度      (1°
■平成24年 度
■ 平成25年 度

(注)=( )内 は開館日数

母爺lJ岱

100
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▼

協
賛
こ
寄
附
　
（
法
　
人
）

医
療
法
人
　
笠
松
会

有
吉
病
院

税
理
士
法
人
エ
ム
・
エ
イ
・シ
ー

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
（株
）

医
療
法
人
社
団
江
頭
会
　
さ
く
ら
病
院

（株
）
サ
ン
コ
ー

（株
）
Ｃ
Ｄ
Ｓ

（株
）
筑
紫
不
動
産

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

医
療
法
人

西
福
岡
病
院

医
療
法
人

原
三
信
病
院

（医
）博
仁
会
福
岡
り
八
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

（株
）
ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

（株
）
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
言
葉

医
療
法
人
恵
光
会
　
原
病
院

（個
　
人
）

出
光

芳
秀

　

上
崎

典
雄
　
　
柏
木

重
人

久
我

笛
三子
　
　
島
塚

祐
弘
　
　
原

敬
二
郎

舟
越

茂
義

　

増
田

康
治
　
　
翠
川

文
子

亀
井

准
輔
　
　
石
野

智
恵
子
　
鈴
木

友
和

毛
戸

彰

　

　

井
本

敏
明
　
　
仁
保

童
【之

（敬
称
略
，順
不
同
）

協
賛
ご
寄
附
の
こ
案
内

個
人
１
回
一
万
円

ｘ
回
数

法
人
１
回
三
万
円

×
回
数

・税
制
上
の
「寄
附
金
控
除
」の
対
象
と
な
り
ま
す
。

納
入
方
法

１
、

郵
便
振
替

０
１
７
３
０
。９
・６
０
９
７
０

公
益
財
団
法
人

亀
陽
文
庫

２
、

銀
行
振
込

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

土
井
支
店

普
通
　
０
５
５
１
４
５
９

公
益
財
団
法
人

亀
陽
文
庫

▼

友

の

会

会

員

注
担
敬
薇
略
●五
十
音
順

，数
字
は
会
員
歴
（年
数
）

明
石

幸

　

　

③

赤
松

慶
礼

　

③

秋
山

雄
治

　

④

秋
吉

包
雄

　

③

麻
生

芳
正
　
　
⑥

新
川

時
弘
　
　
③

有
川

優
子
　
　
①

池
田

修
三

　

⑬

池
田

淳
治
　
　
①

池
田

昌
朗
　
　
③

池
松

幾
生
　
　
②

石
井

福
美

　

③

石
川

経
子

　

②

石
橋

清
助
　
　
⑫

石
橋

哲
治

　

①

石
橋

延
枝

　

④

石
橋

正
治
　
　
②

石
橋

善
弘
　
　
⑤

石
橋

亮
介
　
　
①

泉

建
志

　

　

②

板
倉

修
二

　

②

市
丸

章
呈
郎
　
⑬

井
出

美
子

　

②

出
光

豊
　
　
　
④

稲
葉

英
彦
　
　
④

井
上

昭
義
　
　
④

今
永

一成
　
　
④

今
村

さ
ち

　

⑥

岩
城

元

　

　

③

石
清
水

由
紀
子
③

岩
本

博
秀

　

②

上
瀧

玲
子

　

③

上
薗

幸
則

　

④

上
回

恒
久

　

④

上
国

博

　

　

⑬

上
原

孝
正

　

◎

上
村

八
郎
　
　
②

牛
島

弘
子
　
　
③

内
山

節
子
　
　
③

宇
都
目

邦
子

④

内
海

長
記
子

梅
埜

国
夫

浦
田

裕

江
田

正
一

江
崎

小
二
郎

大
石

由
美
子

大
石

恭
仁
子

大
木

茂

大
島

照
子

大
智

玲
子

大
野

彩
子

大
庭

浩
司

大
庭

静
枝

岡
部

九
州
生

岡
本

顕
費

荻
原

美
枝
子

小
野
崎

徹

柏
木

和
子

香
月

悦
子

金
子

柳
水

上
治

正
子

嘉
村

正
子

川
田

啓
治

河
野

道
博

河
退

長
二

河
退

鐵
夫

河
村

敬

一

木
皿

敦
代

］序
洋
子

岸
川

伸
子

北
原

君
子

吉
瀬

宗
雄

城
戸

兼
子

木
戸

龍

一

鬼
頭

鎮
三

岐
部

安
信

木
山

啓
子

清
田

美
弥
子

國
武

英
子

久
芳

正
隆

黒
田

明
子

甲
本

達
也

古
閑

道
子

小
坂

セ
ツ
　
　
③

児
玉

玲
子
　
　
⑥

小
堀

瑠
伊
子

⑤

小
宮

作

　

　

⑥

小
柳

定
子

　

①

小
山

儀
一郎
　
②

小
山

京
子
　
　
④

小
山

富
夫
　
　
・⑮

境
野

俊
男

　

⑥

榊

和
美

　

　

③

坂
回
征
雄

　

④

坂
梨

喬
　
　
　
③

櫻
木

榮
紀

　

①

佐
々
木

昭
司
　
①

佐
々
木

一
一三
子
①

佐
々
木

ミ
ノヽ
エ
①

佐
藤

郁
男

　

⑤

塩
田

康
文

　

④

執
行

敏
彦

　

③

地
頭
所

ミ
エ
子
①

篠
田

栄
太
郎

⑤

篠
原

ヨ
シ
子
　
⑩

柴
戸

次
雄
　
　
④

柴
本

隼
太

　

⑤

白
木

太
一郎
　
②

進
藤

康
子

　

②

杉

謙
一
　

　

①

杉
原

正
毅
　
　
⑬

杉
山

謙
　
　
　
⑤

図
師

祐
子

　

④

住
本

霞
　
　
　
◎

住
本

直
之

　

◎

関

賢
司
　
　
　
・⑥

関

敏
巳
　

　

④

瀬
戸

美
都
子
　
⑤

芹
野

一
一美
　
　
◎

副
島

晴
弘
　
　
③

高
木

い
づ
み
　
⑤

高
島

英
介

　

②

高
嶋

季
雄

　

②

高
嶋

俊
光
　
　
④

高
根

裏
　
　
　
◎

高
松

ま
り

　

①

高
山

博
光

武
末

昭
小男

国
坂

大
蔵

田
里

朝
男

田
代

健
治

田
代

朝
子

多
々
羅

吉
臣

立
石

京

田
中

啓
介

田
中
丸

善
彦

田
村

奈
央

辻
野

一男

徳
永

武
牛
和
子

富

永ヽ
靖
雄

豊
田

富
美
子

豊
田

文
彦

永
岡

主
『代
太

永
淵

郁
子

中
塩

主
白美
子

中
島

謙
吾

中
島

怜
子

中
野

晶
子

鋼
島

典
子

成
富

耕
志

成
富

睦
夫

西
方

俊
司

西
川

晴
己

西
田

靖
子

西
牟
田

奈
々

西
山

紀
子

野
崎

逸
郎

信
友

浩

一

野
村

武

波
多
野

直
之

波
多
野

洋
子

八
日

明
美

服
部

た
か
子

花
田

ひ
ろ
子

漫
崎

須
美
子

林

十
九
楼

林

昌
也

林

由
紀
子

早
船

正
夫

原

和
美

原

順
子

原

靖
子

原

祐

一

原
口

和
子

原
坂

泰
盛

原
田

雄
平

日
野
原

重
明

姫
野

弘
子

平
川

好
美

平
川

良
輔

平
原

リ
フ

廣
田

恵
美
子

福
井

和
子

福
冨

節
子

福
元

征
四
郎

福
山

智
美

藤
瀬

〓
一枝
子

藤
田

信
義

藤
村

昌
弘

松
津

康
幸

豊
丹
生

昌
義

古
川

映
子

星
川

満
智

堀
川

大
助

前
田

敏
也
子

員
柴

和
子

増
田

志
津
子

真
角

磨
鬼
枝

松
井

俊
規

松
岡

智
恵
子

松
熊

友
彦

松
崎

由
紀
子

松
村

等
彰

松
本

美
津
子

松
吉

千
鶴
子

的
野

恭

一

丸
山

敏
子

三
浦

佑
之

見
沢

昭
小栄

三
角

幸
子

味
園

弘
美

一三
戸
京
子

三
苫

進

南

ア
サ
ノ

三
野
原

勝
子

蓑
原

聡

三
宅

碧
子

宮
崎

美
津
子

村
岡

健
次

杜

あ
と
む

森

悦
次
郎

森

純
子

森

正
敏

森
下

昭
子

森
本

繁

安
井

久
喬

安
恒

忠
男

安
保

博
史

安
松

淳
祐

矢
野

鈴
子

山
川

美
也
子

山
川

淑
子

山
口

勝
久

山
崎

博
司

山
田

博
子

山
本

千
恵
子

山
本

留
美

結
城

威

吉
倉

禎
子

吉
田

登
美
代

吉
田

泰
久

吉
田

洋

一

吉
松

須
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第70号 能古博物館だより 2013年 (平成25年)12月 (8)

主な道路

………。お勧めコース①
(渡船場から徒歩約10分 )

…●●●●●お勧めコース②
(能古学校前バス亭から徒歩約3分)

一‐――― 散策路

健脚向きコース
(渡船場から徒歩約5分)

名所・旧跡

お食事、みやげ物店など

博物館案内板

バス停
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|(徒 歩約5分)
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今‐F‐ギ叫マギー1雰啓単,il書のこの市

石橋商店
態 福岡能古郵便局

船溜り

アクセス ー

西鉄バス

」R博多駅 博多回正面Aの りば

30 0、3 0 1、3 0 2番 能古労章問合場そテi孫匂50分

=天神 三越前 lAの りば

30 0、3 0 1、3 0 2番 能古労受船】易イ子i約3 0分

市営地下鉄 :「嬢浜駅」下車 乗り継ぎ

=西鉄バス姪浜駅 】ヒ回
98番 能古渡船場行1約12分

・タクシーi約 8分

市営渡船(フエリー
)

・姪浜一能古島間:約10分

能古島渡船場より博物館まで

・徒歩 :約10分

・アイランドパーク行き西鉄バス停
「能古学校前」下車、徒歩(下り坂)約3分

問合せ

蛭浜旅客待合所TEL 092-881-8709

能古旅客待合所TEL 092-881-0900

開 館 日/毎 週 金曜・土曜・日曜と祝日  開 館時間/10:00～ 17i00(入館]6:30まで)
※団体の場合は休館日にかかわらずご相談ください

(注)冬 季(12月～]月)は、年末年始及び展示  入 館 料/大 人400円 =高校生以下無料
物入れ替えなどで長期休館を原則としていま  ※ 団体20名 以上2害」引
曳御用の場合は事前にお問い合せ願いま仇

渡船場からアイランドパークヘの西鉄バス時刻表(平成25年 11月 25日 現在)

渡船場前発倫ヒ古学校前まで約2分)

口寺

平 日
土曜日

日・祝国

アイランドパーク発 Gヒ古学校前まで約 8分 )

時     8     9     1 0     1 1     1 2

王曜昌 室  室
‐ ‐

圭

‐

 1量 | 1塗 |

日・祝日  23   20  131   13   28

※繁忙期はバス、渡船とも臨時便が運行されます。
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Ａ巳
〒819-0012福 岡市西区自ヒ古522-2 TEL 092‐ 883由2887 FAX 092‐ 883-2381
http://nokOnOshimattmuseumlorJp E― mail info@nokonoshima白 museum.orjp

能古 発 姪の浜 発

07:30 07145

8
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20:45 21i00

③印は日祝日運休  2013年 月1月現在


